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西桂町役場　組織及び人事 【平成 22年 4月 1日現在】

西桂町社会福祉協議会 【平成 22年 4月 1日現在】

出 納 室

町
長

　
川
村
吉
則

総 務 課

産業振興課

税務住民課

福祉保健課

建設水道課

教育委員会

議会事務局

農業委員会

会長　川村吉則

総 務 係

管 理 係

財 政 係

企 画 係

産 業 係

環 境 係

住 民 係

税 務 係

福 祉 係

保 健 係

Ｙ Ｌ Ｏ 会 館

保 育 所

建 設 係

水 道 係

下 水 道 係

総 務 係

学校教育係

社会教育係

総 務 部 門

通所介護部門

訪問介護部門

居宅介護部門

情報推進係

永田留美子

武井直美　勝俣美紀男　永田留美子 高山　正　佐藤誠一
小川　健　山下竜也　渡辺明美（臨）　下山和男（臨）

会計管理者　滝口武司
課長補佐　永田留美子

課　　長　藤江栄一
課長補佐　武井直美
主　　幹　勝俣美紀男
主　　幹　高山　正
主　　幹　権守貞則
主　　幹　新田剛久
主　　幹　佐藤誠一

課　　長　堀内達也
課長補佐　渡辺麗子
主　　幹　永田由永
主　　幹　重森　正

課　　長　今泉守夫
主　　幹　小澤正仁
主　　幹　永田和男

勝俣美紀男　高山　正　佐藤誠一

権守貞則　新田剛久

高山　正　佐藤誠一

権守貞則　新田剛久

課　　長　渡辺幸彦
課長補佐　渡辺裕代
主　　幹　小林清松
主　　幹　郷田弘一

館長 … 川村奇子郎　新田理恵子　矢光満江　川村広美（臨）　高部はつ子（臨）

川村三千代　酒井博美　佐藤ます美　小川由美　諏訪田みどり
小林津留子（臨）　安藤恵美子（臨）　川村順子（臨）　武藤つが子（臨）
渡辺佳代子（臨）　滝口恵美子（臨）　定月美紀（臨）　高尾祐江（臨）　
羽田たまき（臨）　
調理員 … 武藤玲子（臨）　安留光代（臨）　渡辺しげ子（臨）

天野和久　新田裕里　前田隆一　渡辺恵次　藤江勇介

藤江勇介　天野和久　新田裕里　渡辺恵次　前田隆一

渡辺恵次　天野和久　新田裕里　前田隆一　藤江勇介

ケア―マネージャー … 木下みはな

サービス提供責任者 … 遠山かをる
登録ヘルパー … 鳥山美智代　高尾兼子　相澤道子　岡 尚子

事務職員 … 志村和正
ボランティアコーディネーター兼専門員 … 羽田尚美

看護師 … 小林静子　佐藤友美　佐野美登里
生活相談員 … 奈良まさえ
介護員 … 宮下信子　荒井裕美 中村理恵　郷田千加子　原 栄子
調理師 … 武藤晴美　渡辺めぐみ　運転手 滝沢英治

渡辺麗子　永田由永　重森　正　小山拓磨

重森　正

川村清寿　前田一矢　荒井瑠美

小澤正仁　永田和男　前田智弘

小林清松　郷田弘一　小山つぐみ　遠山喜与子　高頭泰子　原田千恵美

渡辺裕代　相澤　亮　遠山喜与子　高頭泰子　原田千恵美

課　　長　川村達彦
主　　幹　天野和久

所　長　加藤なお美

教 育 長　川村奇子郎
次　　長　前田宗重
主　　幹　川村吉広

事務局長　奈良　護

川村吉広　川村重人

前田宗重

局長 … 堀内達也（産業振興課長）　書記 … 永田由永　小山拓磨

局長 … 藤江栄一（総務課長）　書記 … 小川　健

前田宗重
小学校業務員 小野田秋男（臨） 中学校業務員 関戸光夫（臨）
教諭 … 原田二三也（臨）　小学校司書 … 勝俣明美（臨）　
中学校司書 … 小俣　育（臨）　
学校給食センター調理員（臨）… 小山なを子　希代峰子　宮下澄枝
　　　　　　　　　　  　　　　渡辺喜代子　三浦恵美　小山雪江

[派遣　西桂町社会福祉協議会　奈良　護 ]

行政委員会・議会

デイサービスセンター

2

組

　
織

長
期
総
合
計
画

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

次
世
代
育
成
行
動
計
画

子
ど
も
手
当

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

行
事
予
定
・
人
の
う
ご
き



  

行
政
相
談
委
員  

　

行
政
相
談
委
員
は
、
国
の
仕

事
に
関
す
る
苦
情
な
ど
相
談
受

付
、
助
言
や
関
係
行
政
機
関
に

対
す
る
通
知
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。川　

村　

静　

男
（
倉　

見
）

  

民
生
委
員
（
児
童
委
員
）  

　

社
会
奉
仕
の
精
神
を
持
っ
て
、

常
に
住
民
の
立
場
に
な
っ
て
相

談
に
応
じ
、
社
会
福
祉
の
増
進

に
努
め
る
こ
と
を
任
務
と
し
て

い
る
民
間
の
奉
仕
者
で
す
。

会　

長　

小
林　

勝
幸
（
上　

町
）

副
会
長　

高
尾　

公
也
（
柿　

園
）

  

人
権
擁
護
委
員  

　

人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て

持
っ
て
い
る
人
権
を
守
る
た
め
、

人
権
侵
害
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
、
加
害
者
に
人
権
侵
害
を
や

め
さ
せ
、
あ
る
い
は
被
害
者
の

援
助
救
済
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

前　

田　

芳　

三
（
柿　

園
）

梅　

田　

敏　

夫
（
柿　

園
）

  

消
費
生
活
相
談
員  

　

悪
質
商
法
に
よ
る
契
約
の
ト

ラ
ブ
ル
や
商
品
事
故
な
ど
消
費

生
活
に
関
す
る
苦
情
・
問
い
合

わ
せ
に
相
談
員
が
被
害
の
救
済

と
相
談
者
自
身
の
力
で
解
決
す

る
た
め
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

藤　

江　

雅　

江
（
倉　

見
）

  

保

　
護

　
司  

　

保
護
司
は
、
社
会
奉
仕
の
精

神
を
も
っ
て
、
犯
罪
を
し
た
者

の
改
善
及
び
更
正
を
助
け
る
と

と
も
に
、
犯
罪
の
予
防
の
た
め

世
論
の
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。
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清　

治
（
柿　
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昌　

之
（
上　

町
）
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晴　

子
（
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町
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川　

村　

重　

樹
（
倉　

見
）

  

身
体
障
害
者
相
談
員  

　

相
談
員
は
、
身
体
に
障
害
の

あ
る
人
の
社
会
的
自
立
を
助
け
、

福
祉
事
務
所
と
協
力
を
し
て
、

障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
た
め
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

永　

田　

久　

弥
（
下
暮
地
）

　

３
月
31
日
の
任
期
満
了
に
よ
り

西
桂
町
消
防
団
幹
部
が
次
の
と
お

り
改
選
さ
れ
、
町
長
及
び
団
長
よ

り
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

  

本

　
　

部

　

団

　
長　

前　

田　

融
一
郎

　

副
団
長　

渡　

部　

隆　

男

　

副
団
長　

佐　

藤　
　
　

工

  

技
術
分
団

　

分
団
長　

梶　

原　

日
出
男

　

副
分
団
長　

渡　

辺　

幹　

夫

　

副
分
団
長　

権　

守　

正　

弘

  

交
通
分
団

　

分
団
長　

宮　

下　

和　

正

　

副
分
団
長　

高　

山　

伸　

男

  

第
一
分
団

　

分
団
長　

渡　

部　

幸　

夫

　

副
分
団
長　

渡　

辺　

善　

文

　

副
分
団
長　

牛　

田　

国　

男

　

給

　
与　

蜂
須
賀　

富
士
雄

  

第
二
分
団

　

分
団
長　

渡　

辺　

英　

海

　

副
分
団
長　

渡　

辺　

一　

彦

　

副
分
団
長　

大　

嶋　

克　

巳

　

給

　
与　

小　

林　

和　

也

  

第
三
分
団

　

分
団
長　

重　

田　

玄　

一

　

副
分
団
長　

三　

浦　
　
　

浩

　

副
分
団
長　

渡　

辺　
　
　

稔

　

給

　
与　

高　

橋　

維　

雄

  

第
四
分
団

　

分
団
長　

滝　

口　
　
　

操

　

副
分
団
長　

渡　

部　

康　

浩

　

副
分
団
長　

梅　

原　

賢　

二

　

給

　
与　

佐　

藤　

誠　

一

 

第
五
分
団

　

分
団
長　

本　

郷　
　
　

愼

　

副
分
団
長　

権　

守　

伸　

一

　

副
分
団
長　

前　

田　
　
　

繁

　

給

　
与　

新　

田　

博　

信

各
種
相
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の
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防
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幹
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改
選
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桂
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中
学
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職
員
異
動

　

４
月
１
日
付
で
教
職
員
の
人

事
異
動
が
行
わ
れ
、
次
の
と
お

り
新
し
い
先
生
方
が
着
任
さ
れ

ま
し
た
。

  

西
桂
小
学
校

　

教
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堀　

内　

千
登
勢

　

教

　
諭　

空　

閑　

玲　

子

　

教

　
諭　

清　

水　

麻　

実

　

教

　
諭　

村　

田　

奈
緒
美

　

教

　
諭　

中　

澤　

祐　

輔

　

事
務
職
員　

鈴　

木　

宏　

美

  

西
桂
中
学
校

　

教

　
頭　

村　

松　

博　

己

　

教

　
諭　

小　

林　

裕　

明

　

教

　
諭　

小
佐
野　

淳　

一

　

教

　
諭　

奥　

脇　
　
　

愛

　

教

　
諭　

原　

田　

二
三
也

　

非
常
勤
講
師

　
　
　
　
　
　

　

相　

川　

梨　

絵

養
護
教
諭　

小　

幡　

知
菜
美
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町の
将来像

あなたは、将来、西桂町をどのようなまちにしていきたいと思い
ますか。

　町の将来像として、「健康で

安心して暮らせるまち（医療や

福祉が充実したまち）」46.8％

が最も多く、続いて、「便利で

快適に暮らせるまち（生活環境

が整ったまち）」36.6％、「自然

と共生する美しいまち（自然が

豊かで、環境にやさしいまち）」

26.6％、「商工業や農業などの

活力ある産業のまち（経済的に

豊かなまち）」24.5％となって

います。

0 10 20 30 40 50

自然の豊かさを活かした
ゆとりのまち

（心のなごむ癒しのまち）

商工業や農業などの
活力ある産業のまち
（経済的に豊かなまち）

自然と共生する美しいまち
（自然が豊かで、環境にやさしいまち）

便利で快適に暮らせるまち
（生活環境が整ったまち）

健康で安心して暮らせるまち
（医療や福祉が充実したまち） 46.8%

36.6%

26.6%

24.5%

20.5%

全体（n=837）

町民参
加

の施策
あなたは、町政（まちづくり）への町民参加を広げるためには、
どのようなことに力を入れるべきだと思いますか。

　町民参加を広げる方法とし

て、「アンケートなどで、で

きるだけ多くの人の意見を

聞くこと」45.3％が最も多

く、以下、「各種計画につい

ての情報提供を充実するこ

と」25.6％。「事業の成果な

どを定期的に公表すること」

22.0％となっています。

0 10 20 30 40 50

アンケートなどで、できるだけ
多くの人の意見を聞くこと

45.3%

全体（n=837）

各種計画についての情報提供を
充実すること

25.6%

事業の成果などを定期的に
公表すること

22.0%

町長が定期的に意見・要望を
聞く懇談会を行うこと

18.6%

各種の委員会や審議会に、公募に
よる町民の委員を入れること

14.7%

居住
意向

あなたは、西桂町にこれからも住み続けたいと思いますか。
＊会社の転勤など、やむを得ない状況がないものとしてお答えください。

　居住意向は、「ずっと住み続

けたい」54.8％が最も多く、半

数以上となっています。これに

「当分は住んでいたい」29.5％

を加えた「住んでいたい」層

は全体の 85％を占めています。

一方、「できれば移転したい」

11.1％、「すぐにでも移転した

い」1.2％となっています。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.2%
無回答すぐにでも移転したいできれば移転したい

当分は住んでいたいずっと住み続けたい

54.8%

11.1%

29.5%全体
（n=837）

3.3%
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　町では、平成 23年度から始まる向こう 10年間のまちづくりの計画「西桂町第５次長期
総合計画」の策定を進めています。この計画を策定するに当たり、今年の１月に、18歳以
上の住民の皆さんを対象とした「町民まちづくり意向調査（アンケート調査）」を実施しま
した。今回は、調査結果がまとまりましたのでその概要（抜粋）をお知らせします。
◎町のホームページにさらに詳しい内容を掲載しています。

～町民皆さんと描く西桂の未来～

新しい長期総合計画

町民まちづくり意向調査の概要
　調査対象：18 歳以上の住民 1,500 人（住民基本台帳から無作為に抽出）
　調査期間：2010 年１月 20 日 ～ 2 月 4 日
　回収状況：回収数　837 票（回収率　55.8％）

町の

住み良
さ

あなたは、現在の西桂町の住み良さをどのようにお感じですか。

　町の住み良さは、「どちらか

といえば住み良い」50.7％が

最も多く、これに「住み良い」

27.8％を加えた「住み良い」層

が約8割となっています。一方、

「どちらかといえば住みにくい」

15.5％、「住みにくい」3.7％と

なっています。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無回答住みにくいどちらかといえば住みにくい
どちらかといえば住み良い住み良い

27.8% 15.5%50.7%全体
（n=837）

3.7%
2.3%

町への
愛着

あなたは、西桂町に対して「自分のまち」としての愛着を感じま
すか。

　町への愛着は、「感じている」

44.4％が最も多く、これに「や

や感じている」32.3％を加えた

「愛着を感じている」層が約 8

割となっています。一方、「あ

まり感じていない」16.4％、「感

じていない」4.9％となってい

ます。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.9%

無回答感じていないあまり感じていない
やや感じている感じている

44.4% 16.4%32.3%全体
（n=837）

2.0%
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　次のグラフは、生活環境をはじめとした、各分野にわたる町の主要的施策 28 項目に対す

る「現在の満足度」と「今後の重要度」について、それぞれの平均値を満足度は横軸に、重

要度を縦軸に表したものです。

　グラフでは、項目ごとの満足度、重要度の値に応じた４つのタイプに分けて、今後の取り

組むべき方向性を示しています。

 

 

 

 

 

 

  

 

 

　町では次の日程により「地区別懇談会」を開催します。懇談会において、それぞれの地域で抱えている課題

や今後のまちづくりに向けた意見や提案などを聞かせていただき、「西桂町第 5 次長期総合計画」の策定に活

かしていくものです。つきましては、町民皆様の積極的なご参加をお願い致します。 

　　

◎ 懇談会の方法

　町長と町民による

　直接対話方式による

◎ 懇談事項

　・長期総合計画について

　　スケジュール等説明 

　・地区における課題について 

　・次期長期総合計画に
　　望むことについて

開　催　日 対象地区 開催場所 時　　間

5月13日（木曜日） 倉見区 倉見公民館 午後 7時 00 分～

5月18日（火曜日） 柿園区 柿園公民館 午後 7時 00 分～

5月26日（水曜日） 本町区 本町公民館 午後 7時 00 分～

5月27日（木曜日） 上町区 上町公民館 午後 7時 00 分～

5月28日（金曜日） 下暮地区 下暮地公民館 午後 7時 00 分～

※各会場事前申し込みは必要ありません。直接お越し下さい。

【問い合わせ先】　総　務　課　企　画　係

地区別懇談会を開催します！
長期総合計画策定に向けた
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評価と

方向性
町の施策の現在の満足度と、今後の重要度について。



　今年は、４月に入ってからも雪が降るなど、寒さの厳しい日が続きました。スクールガードの

皆さんには、昨年度は 201 日間、児童生徒の登下校や、地域での生活を見守っていただき大変

感謝しております。この組織が発足して２年の月日がたちましたが、この間、大きな事故や事件

もなく今日に至っております。

　日本人にとって大切にしたいことのひとつに礼儀があげられますが、残念ながら最近の社会で

はおろそかにされているように思います。スクールガードの皆さんは、「西桂町の子どもを、元

気な気持ち良い挨拶が交わせるよう育てたい」との願いから、登下校を中心に子どもたちと挨拶

を交わし合っていますが、「子どもたちが積極的に挨拶してくれるようになり気持ちが良いです」

「大人も進んで挨拶をしてくれるようになりました」と言う報告をたびたび耳にします。また、「ス

クールガードの活動に参加して以前より生活に張りが出てきて健康になりました」と、にこにこ

しながら話してくれるお年寄りの方が何人もおられ本当に嬉しく思います。一方、スクールガー

ドの会員同士が、子どもたちを見守る活動を通して結びつきが強まり、「町中に活気が出てきま

した」「町の子どもは自分のこどもであり、孫であるという考えが浸透してきました」など、沢

山の成果も報告されております。ただ、「活動場所によっては、一人にかかる負担が大きすぎる

のではないか」「保護者の方々のできうる限りの協力も必要ではないか」「子どもにとって過保護

になりすぎていないか」等の意見も寄せられております。それらの意見を踏まえ、形にこだわら

ず「何時でも」「どこでも」「どのような方法」で

も参加できる範囲で住民の皆さんの協力をいただ

きながら活動していきたいと考えております。

　本年度の総会では、「安全に生活できる賢い子

どもや、気持ち良い挨拶ができる礼儀正しい子ど

もを育てていく」などを目標に活動することを確

認し合いました。また、西桂町の青少年の健全育

成に取り組んでおられる、青少年育成町民会議の

方々や、他の団体の方々とも連携しながら、西桂

町が目指す安全安心の町を、町民自らの手で築き

上げていきたいと思います。

＊スクールガードの会員を募集しています。 

　連絡先は、教育委員会　前田宗重 (25-2941)・倉見　川村祐二 (25-2440)・柿園　渡辺清治 (25-2415)・

本町　渡辺源喜 (25-2130)・上町 小野田亀喜 (25-3201) ・下暮地  勝俣宗明 (25-2727)

西桂町教育委員会

201 日間の活動大変ご苦労さまでした

　

町
内
の
成
人
者
（
20
歳
～
64
歳
）
を

対
象
に
体
力
・
運
動
能
力
調
査
を
実
施

し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

事
前
の
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
こ
の
機
会
に
自
分
の
体
力
年
齢
を

測
定
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

な
お
、
調
査
結
果
は
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
の
指
導
と
行
政
上
の
基
礎
資
料
と
し

て
使
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

日

　
　

時

　
６
月
25
日
（
金
）

　
　
　
　
　

受
付
：
午
後
７
時
30
分

　
　
　
　
　

開
始
：
午
後
８
時
00
分

対

象

者

　
20
歳
～
64
歳
の
方
（
体
調
不

良
の
方
は
ご
遠
慮
下
さ
い
）

調
査
種
目

　
握
力
・
上
体
起
こ
し
・

　
　
　
　
　

長
座
体
前
屈
・
立
ち
幅
跳

び
・
反
復
横
と
び
・
20
ｍ

シ
ャ
ト
ル
ラ
ン

持

参

品

　
屋
内
用
シ
ュ
ー
ズ
・
タ
オ

ル
等

※
靴
底
が
黒
い
シ
ュ
ー
ズ
等
は
体
育
館

の
床
面
を
汚
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

る
の
で
ご
遠
慮
下
さ
い

会

　
　

場

　
西
桂
小
学
校
体
育
館

問
合
せ
先

　
教
育
委
員
会
社
会
体
育
担
当

体
力
・
運
動
能
力

調
査
を
実
施
し
ま
す

　

～
あ
な
た
の
体
力
年
齢
は

何
歳
で
す
か
～
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西桂町次世代育成行動計画が立案されました。ダイジェスト版を掲載します。

１．計画策定の趣旨

　急速な少子化の進行は、今後、我が国の社会経済全体に極めて深刻な影響を与えるものです。この少子化の

流れを変えるため、国や地方公共団体、企業などが一体となって、対策を推進しているところですが、少子化

は依然として進行を続けています。西桂町においても、例外なく少子高齢化が進行しており、この現状を踏ま

えた事業実施、施策の展開が必要です。

　西桂町では、国の「次世代育成支援対策推進法」の下、「西桂町次世代育成支援行動計画」（以下、前期計画、

平成 17 年度～ 21 年度）を策定し、子どもの健やかな成長と保護者の子育てを支援するための各種施策・事

業を推進する「行動計画」を実施しているところです。

　この度、平成 21 年度で前期計画が終了するのに伴い、町民の皆様の子育て支援に関する生活の実態やご意

見、ご要望などを把握するための次世代育成支援に関するニーズ調査（以下、ニーズ調査）や、これまでの取

り組みの進捗状況の評価を実施し、その結果を踏まえ、新たな行動計画（以下、後期計画　平成 22 ～ 26 年度）

を策定しました。

　　　　ふれあいとたすけあいで育む　安心の子育て環境のまち　にしかつら

分  野 指　　　　　　標
現状値 目標値

（備考）算出方法など
21 年度 26 年度

地
域
で
支
え
る
子
育
て
の
ま
ち
づ
く
り

福祉保健課の窓口・相談サービスを知っている
割合

70.0% 100.0%
平成 20 年度次世代育成支援に関
するニーズ調査

保育所園外保育事業の実施回数 5 5 福祉保健課調べ

子育てに対する負担感を感じ
る割合

就学前児 44.2% 30.0%
平成 20 年度次世代育成支援に関
するニーズ調査

就学児 44.2% 30.0%
平成 20 年度次世代育成支援に関
するニーズ調査

育児ボランティアの人数 0 20 福祉保健課調べ
子育てサークルの参加人数 30 50 福祉保健課調べ
赤ちゃん訪問指導訪問割合 100.0% 100.0% 福祉保健課調べ

幼児健診受診率
乳児 97.8% 100.0% 福祉保健課調べ
１歳６ヶ月児 89.7% 100.0% 福祉保健課調べ
３歳児 96.8% 100.0% 福祉保健課調べ

う歯のない子どもの割合
１歳６ヶ月児 94.3% 100.0% 福祉保健課調べ
２歳児 88.4% 90.0% 福祉保健課調べ
３歳児 83.8% 90.0% 福祉保健課調べ

母乳を与える割合（３ヶ月まで） 57.1% 60.0% 福祉保健課調べ
低体重児発生率 13.0%  8.0% 福祉保健課調べ

生
き
る
力
を
育
む
、
心
身
と
も
に
た
く
ま
し

い
人
づ
く
り

両親学級・育児学級を知っている割合 79.3% 90.0％
平成 20 年度次世代育成支援に関
するニーズ調査

家庭教育に関する学級・講座を知っている割合 59.4% 90.0％
平成 20 年度次世代育成支援に関
するニーズ調査

児童館を知っている割合 79.7% 100.0%
平成 20 年度次世代育成支援に関
するニーズ調査

つどいの広場を知っている割合 74.7% 100.0%
平成 20 年度次世代育成支援に関
するニーズ調査

思春期体験事業の回数（年間） 1 2 福祉保健課調べ
キッズサロンの開催回数（年間） 50 50 福祉保健課調べ
ひよこ学級の開催回数（年間） 12 24 福祉保健課調べ
つどいの広場開催回数（年間） 0 250 福祉保健課調べ
子育てセミナー参加者（年間延べ人数） 134 140 福祉保健課調べ

子
と
親
に
や
さ

し
い
安
心
育
児

環
境
づ
く
り

公共施設の施設内禁煙化
教育施設児童福祉施設の敷地内禁煙化（施設数）

6 11 総務課・教育委員会調べ

スクールガードリーダー登録者数 60 60 教育委員会調べ
子ども 110 番の家の件数 58 60 総務課・教育委員会調べ

２．成果指標

　施策を推進していくにあたり、成果や達成度を客観的な指標により把握できるよう目標値を設定し、進捗状

況を把握・評価します。利用者の視点に立った点検・実施が求められているため、それに沿った指標を設定し

ます。

詳細は福祉保健課にお問い合わせください。なお、西桂町次世育成支援行動計画（後期）は、町ホームページに掲載予定です。
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　　　　ふれあいとたすけあいで育む　安心の子育て環境のまち　にしかつら



西桂町次世代育成行動計画が立案されました。ダイジェスト版を掲載します。

１．計画策定の趣旨

　急速な少子化の進行は、今後、我が国の社会経済全体に極めて深刻な影響を与えるものです。この少子化の

流れを変えるため、国や地方公共団体、企業などが一体となって、対策を推進しているところですが、少子化

は依然として進行を続けています。西桂町においても、例外なく少子高齢化が進行しており、この現状を踏ま

えた事業実施、施策の展開が必要です。

　西桂町では、国の「次世代育成支援対策推進法」の下、「西桂町次世代育成支援行動計画」（以下、前期計画、

平成 17 年度～ 21 年度）を策定し、子どもの健やかな成長と保護者の子育てを支援するための各種施策・事

業を推進する「行動計画」を実施しているところです。

　この度、平成 21 年度で前期計画が終了するのに伴い、町民の皆様の子育て支援に関する生活の実態やご意

見、ご要望などを把握するための次世代育成支援に関するニーズ調査（以下、ニーズ調査）や、これまでの取

り組みの進捗状況の評価を実施し、その結果を踏まえ、新たな行動計画（以下、後期計画　平成 22 ～ 26 年度）

を策定しました。

　　　　ふれあいとたすけあいで育む　安心の子育て環境のまち　にしかつら

ふ
れ
あ
い
と
た
す
け
あ
い
で
育
む

　
安
心
の
子
育
て
環
境
の
ま
ち

　
に
し
か
つ
ら

Ⅰ　地域で支える
　　子育てのまちづくり

Ⅱ　生きる力を育む、
　　心身ともに
　　たくましい人づくり

Ⅲ　子と親にやさしい
　　安心育児環境づくり

１　地域における子育て支援の充実

（１）保育サービスの充実

（２）子育てに関する適切な情報提供の推進

（３）子育てに関する相談体制の充実

（４）地域の子育て支援機能の充実

（５）経済的支援の推進

２　職業生活と家庭生活の充実

（１）男女共同参画の推進

（２）子育てと両立できる就労環境の整備

３　子どもの健やかな成長支援

（１）安全な妊娠・出産への支援

（２）母子の健康づくり支援

（３）小児医療の充実

（４）食育の推進

（５）思春期保健対策の推進

４　要保護児童へのきめ細かな取り組み

（１）ひとり親家庭への支援の充実

（２）障害児への支援の充実

３　子どもの人権の擁護

（１）子どもの人権教育の推進

（２）子どもへの虐待防止対策の推進

２　子どもの安全対策の推進

（１）子どもの交通安全対策の推進

（２）子どもを犯罪被害から守るための対策の推進

１　安心して子育てができる快適環境の整備

（１）安全・快適な道路交通環境の整備

（２）親子連れにやさしい公共施設等の整備

（３）子どもを取り巻く有害環境対策などの推進

３　子どもの健全育成

（１）地域での居場所の確保

（２）交流活動、自主的活動の充実

（３）問題行動等への対応

１　教育の充実

（１）生きる力を育む学校教育の充実

（２）幼児教育の充実

２　家庭と地域における子育て機能の強化
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この体系図に沿って、各担当係で計画の企画・立案し安心して子育てができるようなまちづくりを推進します。

　　　　ふれあいとたすけあいで育む　安心の子育て環境のまち　にしかつら



　平成 22 年４月より、これまでの「児童手当制度」に代わり、新たに「子ども手当制度」

がはじまりました。

　「子ども手当制度」は、次世代の社会を担うお子様の成長を社会全体で応援することを

目的に支給されるものです。

　対象となる方は以下のとおりになります。

手続きの必要な方
・平成 21 年度において児童手当の支給を受けていない世帯のうち、平成 22 年度において中学２・３

年生となる子どもの居る世帯
・現在児童手当の支給を受けているが、平成 22 年度において中学２・３年生となる子どもが居る世帯
・所得制限などにより、平成 21 年度において児童手当の支給を受けていない世帯

※手続きの必要な方に関しましては、４月上旬に役場から申請書類を送付いたしました。
　まだ手続きをされていない方は申請をお願いします。
　また、上記に該当される方で申請書類が送付されていない方は税務住民課まで連絡をお願いします。

手続きの不要な方
・現在児童手当の支給を受けており、平成 21 年度において、小学校修了前（小学６年生）までの子ど

もの居る世帯

※手続きの不要な方に関しましては、平成 22 年６月に現況届の提出が必要になりますので、これに
ついては追って通知します。

※公務員の方は勤務先での手続きとなりますので、勤務先にご確認ください。

お問い合わせ　税務住民課

項 目 （旧）児童手当
※平成 21 年度（平成 22 年３月）まで

（新）子ども手当
※平成 22 年度（平成 22 年４月）から

支給対象児童 小学校修了前（小学６年生）まで 中学校修了前（中学３年生）まで

支 給 額
第１・２子

10,000円（3歳未満）
5,000 円（3 歳以上） 13,000 円（一律）

第３子以降 10,000 円

所 得 制 限 あり なし

支 払 時 期 ６月・10 月・２月 ６月・10 月・２月

子 ど も 手 当 に つ い て

10
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①
刻
字
教
室

　

の
み
と
木
づ
ち
を
使
っ
て
、

板
に
文
字
を
浮
き
彫
り
又
は
沈

め
彫
り
に
し
、
文
字
に
着
色
な

ど
施
し
装
飾
し
て
楽
し
む
教
室

で
す
。

講

　
　

師

　
渡
辺
一
夫
先
生

開
催
日
時

　
６
月
２
日
～
10
月
27
日

　
　
　
　
　

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
～

　
　
　
　
　

９
時
30
分

開
催
場
所

　
渡
辺
先
生
宅
（
倉
見
）

②
生
け
花
教
室

　

伝
統
的
な
生
け
花
か
ら
日
常

的
な
ア
レ
ン
ジ
ま
で
、
自
由
で

多
彩
な
表
現
が
楽
し
め
ま
す
。

初
心
者
か
ら
気
軽
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
教
室
で
す
。

講

　
　

師

　
渡
辺
幸
子
先
生

開
催
日
時

　
６
月
３
日
～
10
月
28
日

　
　
　
　
　

毎
週
木
曜
日

　
　
　
　
　

（
月
３
回
程
度
）　

　

午
後
７
時
30
分
～
10
時

開
催
場
所

　
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

三
ツ
峠

③
舞
踊
教
室

　

童
謡
や
歌
謡
曲
を
中
心
と
す

る
歌
謡
舞
踊
を
練
習
で
き
ま

す
。
健
康
体
操
の
つ
も
り
で
、

健
康
維
持
の
た
め
に
気
軽
に
楽

し
く
踊
れ
る
教
室
で
す
。

講

　
　

師

　
渡
辺
と
き
江
先
生

開
催
日
時

　
６
月
２
日
～
10
月
27
日

　
　
　
　
　

毎
月
第
１
・
３
水
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
　

16
時
30
分

開
催
場
所

　
渡
辺
先
生
宅
（
柿
園
）

○
参 

加 

費

　
各
教
室

　

１
千
円

○
申
込
方
法

　
５
月
21
日

（
金
）
ま
で
に
教
育
委

員
会
ま
で
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。
な
お
、
各
教

室
と
も
に
参
加
者
が
６

名
に
達
し
な
い
場
合
は

開
催
い
た
し
ま
せ
ん
。

○
そ 

の 

他

　
材
料
費
等

に
つ
い
て
は
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

お
問
合
せ
先　

社
会
教
育
担
当

　

川
村

１
．
目
的
及
び
概
要

　

環
太
平
洋
学
生
キ
ャ
ン
プ
は
、

環
太
平
洋
の
国
々
（
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
香
港
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
日
本
、
韓
国
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
タ
イ
、
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
）
か
ら
の
男
子
中
高
校
生

を
対
象
に
、
国
際
交
流
を
目
的

に
実
施
さ
れ
る
キ
ャ
ン
プ
で
す
。

こ
の
運
営
は
特
定
非
営
利
活
動

法
人
環
太
平
洋
学
生
キ
ャ
ン
プ

の
会
及
び
日
本
テ
レ
ビ
放
送
㈱

が
主
催
し
、
後
援
・
協
賛
各
社

の
協
力
の
下
、
無
報
酬
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
運

営
さ
れ
ま
す
。

　

当
実
行
委
員
会
で
は
、
こ
の

環
太
平
洋
学
生
キ
ャ
ン
プ
の
１

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
、
３
泊
４

日
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
協
力
し
、

様
々
な
事
業
を
計
画
す
る
中
で
、

海
外
の
青
少
年
に
「
素
顔
の
日

本
」
体
験
・
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

日
本
の
象
徴
で
も
あ
る
富
士
山

麓
に
あ
る
自
然
豊
か
な
西
桂
町

を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

当
町
滞
在
中
小
中
学
生
を
は
じ

め
多
く
の
町
民
と
交
流
し
、
思

い
出
に
残
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
計

画
す
る
考
え
で
お
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
受
入
家
庭
の
募
集
を
下
記

に
よ
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

２
．
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
入
期
間

　

平
成
22
年
８
月
３
日(

火)

～

８
月
６
日(

金)　

３
泊
４
日

３
．
募
集
家
庭
数

　

11
家
庭

　

（
各
家
庭
１
名
か
ら
２
名
の
男

子
中
高
生
の
受
入
を
お
願
い

致
し
ま
す
。）

４
．
環
太
平
洋
学
生
キ
ャ
ン
プ

に
つ
い
て

　

環
太
平
洋
学
生
キ
ャ
ン
プ
は
、

１
９
８
５
年
、
国
連
の
「
国
際

青
年
の
年
」
を
契
機
に
発
足
し

今
年
で
25
年
目
を
迎
え
ま
す
。

環
太
平
洋
地
域
の
諸
国
か
ら
高

校
生
を
招
待
し
、
「
友
情
・
協
力
・

奉
仕
」
の
精
神
に
国
際
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
加
え
、
大
自
然

の
中
で
共
同
生
活
や
、
文
化
交

流
を
実
施
し
、
交
流
の
輪
が
世

界
に
広
が
り
、
こ
の
友
情
の
絆

が
国
際
紛
争
や
経
済
摩
擦
の
危

機
を
避
け
、
平
和
的
な
解
決
へ

と
導
く
力
と
な
る
こ
と
を
願
い
、

世
界
平
和
へ
寄
与
す
る
。

５
．
期
間
中
の
日
程

　

受
入
家
庭
決
定
後
、
打
合
せ

を
行
い
ま
す
。

６
．
受
入
家
庭
募
集
期
間

平
成
22
年
５
月
30
日
（
日
）

ま
で

西
桂
町
教
育
委
員
会
ま
で
電

話
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
５
―
２
９
４
１
）

で
お
願
い
致
し
ま
す
。

７
．
そ
の
他

　

①
受
け
入
れ
家
庭
決
定

　
　

７
月
初
旬
頃

　

②
受
け
入
れ
家
庭
打
合
わ
せ

会
の
開
催　

７
月
中
頃

８
．
問
合
せ
先

　

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
西
桂
町
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
実
行
委
員
会

　

事
務
局　

渡
辺
良
太

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

２
５
―
２
４
８
８

社
会
教
育
教
室
受
講
生
募
集

環
太
平
洋
学
生
キ
ャ
ン
プ
・

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
入
家
庭
募
集

11 過去の広報誌を町のホームページで見ることができます。「http://www.town.nishikatsura.yamanashi.jp」にアクセス！
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　今年度も健康管理の一環として、40 歳からの働きざかりを対象とした検診を実施いたします。

　疾病の予防と早期発見に努め、健康の保持を図るため大勢の方の受診をお願いいたします。

　委託検査機関・実施日・対象者は下記のとおりです。

　申込等の詳細については対象者の方に後日通知をいたします。

　　　　費　　用　　自己負担金　10,000 円
　　　　定　　員　　各日とも先着 25 名
　　　　対 象 者　　40 歳（S45.4.2 ～ S46.4.1）
　　　　　　　　　　45 歳（S40.4.2 ～ S41.4.1）
　　　　　　　　　　50 歳～ 60 歳（S25.4.2 ～ S36.4.1）
　　　　そ の 他　　・社保被扶養者の方は受診券が必要となります。
　　　　　　　　　　・社保本人は特定健診分が上乗せされ 15,000 円となります。

●以下の日程により実施いたしますので対象者の方は申し込みの上、受診をお願いいたします。

●自己負担額

※１　40 歳以上の社会保険被扶養者の方が特定健診を希望される場合は「受診券」が必要になります。健診の

申し込みの際「受診券の番号」が必要になりますので各保険者にお問い合わせください。

　　　国民健康保険および 39 歳以下の社会保険の被扶養者は受診券の必要はありません。

※２　「乳がん」・「肺ヘリカル CT」は 65 歳以上の方も対象となりますので受診可能です。

ご不明な点はいきいき健康福祉センター福祉保健課保健係　TEL 25-4000 まで

委託検査機関 検査実施日 対　象　者

ク ア ハ ウ ス 石 和
7 月 7 日 ( 水 )

 16 日 ( 金 )
以下の年齢のとおり

山 梨 県 厚 生 連
健康管理センター

7 月 22 日 ( 木 )
 30 日 ( 金 )

特定健診 胃がん検診 超音波検診 大腸がん検診 乳がん検診
※ 2

肺ヘリカル
ＣＴ検査※ 2 肺がん検診

1,500 円 1,000 円 1,000 円 500 円 1,000 円 1,500 円 無料

検診名 日程 申込期間 時間・場所 受診内容 対象者

特定
健診 7 月 2 日 ( 金 )

7 月 3 日 ( 土 )
のいずれか

5 月 24 日 ( 月 )
～ 5 月 28 日 ( 金 )

電話または直接セ
ンターに申し込ん
でください
TEL  25 - 4000

午前 8:30
～午前 10:30

いきいき健康
福祉センター

特定健診
3 日 ( 土 ) のみ歯科相談
○追加項目：心電図・眼底・

貧血検査
※今年度より尿酸が追加されました

① 35 ～ 64 歳の
国民健康保険の
被保険者

②社会保険被扶養
者※ 1

がん
検診

胃がん・超音波・大腸がん・
乳がん・肺がん・肺ヘリ
カル CT

20 歳以上の
全住民

『人間ドック』総合健診の実施について

特定健診及びがん検診の実施について

12西桂町役場☎ 25-2121　　教育委員会（YLO会館）☎ 25-2941　　いきいき健康福祉センター☎ 25-4000
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●日本人女性の 30 人に１人が乳がんにかかっていると言われる時代です。乳がん死亡率も増加し

ています。40 ～ 50 代がピークと言われていますが 30 代から確実に患者数は増えています。

●性行為によるヒトパピローマウイルス ( ＨＰＶ ) によっての感染が主な原因といわれている子宮

頸がんは、今若い人に多く感染している現状があり初期の自覚症状がないため、定期の検診が必

要です。

下記の日程により実施しますので受診して下さい

　※ 子宮がん検診の受診表はいきいき健康福祉センターにあります。

　※ 乳がん検診は事前に申し込みの必要があります

　※ 乳がんについては 39 歳以下はエコー、 40 歳からは偶数年はマンモグラフィ奇数年はエコーになります。

子宮がん検診指定医療機関

磯 辺 医 院 0554-43-4121 武 者 医 院 0554-23-1166
都 留 市 立 病 院 0554-45-1811 大 月 市 立 中 央 病 院 0554-22-1251
渡 辺 医 院 72-2835 加 賀 谷 医 院 23-2450
深 澤 医 院 24-1183 堀 内 産 婦 人 科 医 院 22-1151
鈴 木 医 院 23-7075 いしだ女性クリニック 25-7100
羽 田 レ デ ィ ー ス
ク リ ニ ッ ク 30-0311

子宮がん検診 乳がん検診

対 象 者
20 歳以上の女性で
今年度偶数年齢に達する方

20 歳以上の女性

自己負担金
子宮頸部…１，５００円
子宮頸体部…２，０００円

一律１，０００円

受 診 方 法
下記指定医療機関で個別に随時受診
して下さい
※町発行の受診表が必要です

7/2・3  11/7・8 に実施される
町の集団検診で受診して下さい

～女性特有の「がん」は早期発見がポイント～

 乳がん検診・子宮がん検診 を受けましょう

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
①

 

虫
歯
予
防
週
間
に
ち
な
ん
で
、
乳

幼
児
を
も
つ
親
を
対
象
に
虫
歯
予

防
教
室
を
行
い
ま
す
。
歯
科
衛
生

士
さ
ん
が
『
お
口
の
お
話
』
を
楽

し
く
し
て
下
さ
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
食
べ
物
や
歯
に
つ
い
て
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
な
お
、
当

日
は
託
児
を
行
い
ま
す
。

日

　
時　

平
成
22
年
６
月
10
日（
木
）

午
前
10
時
～
11
時
半

場

　
所　

い
き
い
き
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
２
Ｆ

申
込
み　

い
き
い
き
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー　

原
田
ま
で

（
２
５
―
４
０
０
０
）

西
桂
学
童
ク
ラ
ブ
（
放
課
後

学
童
保
育
）

　

西
桂
保
育
所
全
面
改
装
の
た
め
、

Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
が
保
育
所
と
な
り
ま

す
。
放
課
後
学
童
保
育
は
、
保
育

所
完
成
の
10
月
末
ま
で
小
学
校
体

育
館
（
２
Ｆ
・
多
目
的
ホ
ー
ル
）

で
行
う
事
に
な
り
ま
し
た
。
多
く

の
方
々
に
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
致

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

宜
し
く
お
願
い
し
い
ま
す
。
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「
富
士
五
湖
広
域
住
民
交
流

ふ
れ
あ
い
親
子
バ
ス
ツ
ア
ー
」

～
夏
の
休
日
に
親
子
で

　
　
　
　

　
バ
ス
ツ
ア
ー
に
出
か
け
よ
う
～

日

　
　

時

　

平
成
22
年
７
月
11
日
（
日
）

　

午
前
７
時
出
発
予
定

　

（
雨
天
決
行
）

場

　
　

所

　

葛
西
臨
海
水
族
園
（
葛
西
臨
海
公
園
）

内

　
　

容

　

見
学
及
び
自
由
散
策

　

※
昼
食
は
各
自

申
込
方
法

　

往
復
は
が
き
に
て
申
し
込
み

　

※
住
所
・
電
話
番
号
（
自
宅
・

携
帯
共
に
）・
保
護
者
名
・

児
童
名
・
学
校
名
・
学
年
・

参
加
者
全
員
の
年
齢
を
明
記

申
込
期
間

　

５
月
６
日
（
木
）
～
28
日
（
金
）
ま
で

　

※
５
月
28
日
の
消
印
を
有
効

と
し
、
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
を
行
い
ま
す
。

募
集
人
員

　

２
４
０
名

参
加
対
象

　

富
士
五
湖
圏
域
に
住
む
小
学

生
以
下
の
子
供
と
そ
の
保
護
者

（
親
子
同
伴
の
み
参
加
可
能
）

参

加

費

　

大
人　

１
，
０
０
０
円

　

子
供　
　
　

５
０
０
円

申
込
先 

　

〒
４
０
３
―
８
５
９
９

　

富
士
吉
田
市
下
吉
田
１
８
９
６

　

富
士
五
湖
広
域
行
政
事
務
組
合
振
興
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

２
３
―
５
２
７
０

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受

信
す
る
た
め
の
簡
易
な

チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無
償
給
付

等
の
支
援
に
つ
い
て

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由

等
で
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
か
ら
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
移
行
す
る
こ

と
が
難
し
い
世
帯
に
対
す
る
支
援

を
平
成
21
年
度
（
２
０
０
９
年
度
）

か
ら
行
っ
て
お
り
、
平
成
22
年
度

も
引
き
続
き
行
う
こ
と
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

（
１
）
支
援
の
対
象
と
な
る
の
は
？

　

対
象
世
帯
は
、
以
下
の
世
帯

の
中
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
料

が
全
額
免
除
と
な
っ
て
い
る
世

帯
で
す
。

①
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
扶
助

を
受
け
て
い
る
世
帯

②
障
が
い
者
が
い
る
世
帯
で
、

か
つ
世
帯
全
員
が
市
町
村
民

税
非
課
税
世
帯

③
社
会
福
祉
事
業
施
設
に
入
居

し
、
自
ら
テ
レ
ビ
を
持
ち
込

ん
で
い
る
世
帯

（
２
）
受
け
ら
れ
る
支
援
の
内
容
は
？

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信

す
る
た
め
の
「
簡
易
な
チ
ュ
ー

ナ
ー
」
の
無
償
給
付
、
訪
問
設

置
を
行
い
ま
す
。
ア
ン
テ
ナ
改

修
等
が
必
要
な
場
合
に
は
そ
の

支
援
も
行
い
ま
す
。
ま
た
、
共

同
受
信
施
設
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
を
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に

は
、
そ
の
改
修
経
費
と
し
て
支

援
を
受
け
る
世
帯
が
負
担
す
る

額
の
給
付
を
行
い
ま
す
。

（
３
）
支
援
の
開
始
時
期
や

　
　

  

申
込
み
先
は
？

　

平
成
22
年
４
月
以
降
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
が
、
具
体
的
な

日
程
や
申
込
み
先
は
未
定
で
す

の
で
、
改
め
て
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

（
４
）
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
点

＊
支
援
の
申
込
み
に
は
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
と
受
信
契
約
を
結
び
、
全

額
免
除
の
適
用
を
受
け
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

＊
支
援
は
現
物
給
付
で
す
。
御
自

身
で
購
入
し
た
チ
ュ
ー
ナ
ー
、

ア
ン
テ
ナ
等
の
費
用
を
清
算

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

（
５
）
お
問
い
合
せ
先

（
本
支
援
に
関
す
る
お
問
い
合
せ
先
）

・
総
務
省　

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

　

電　

話　

０
５
７
０
―
０
３
３
８
４
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
４
４
―
９
６
６
―
８
７
１
９

東
富
士
五
湖
道
路
（
山
中

湖
Ｉ
Ｃ
～
須
走
Ｉ
Ｃ
）

夜
間

通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
で
は
、

お
客
様
が
安
全
で
快
適
に
ご
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
日
々
道
路

の
点
検
・
清
掃
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
た
び
籠
坂
ト
ン
ネ

ル
設
備
点
検
及
び
道
路
の
補
修

作
業
等
を
行
う
た
め
に
夜
間
通

行
止
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
ね
が

い
い
た
し
ま
す
。

日

　
程

　

平
成
22
年
５
月
11
日
（
火
）
19
時

～
５
月
12
日
（
水
）
７
時
（
12
時
間
）

区

　
間

　

東
富
士
五
湖
道
路
山
中
湖
Ｉ
Ｃ

～
須
走
Ｉ
Ｃ　

9.6
ｋ
ｍ
の
区
間

予
備
日

　

荒
天
時
に
あ
っ
て
は
翌
日
の

同
時
刻
か
ら
開
始

お
問
い
合
わ
せ
先

　

大
月
保
全
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

０
５
５
４
―
２
２
―
２
１
５
１

大
雨
な
ど
の
気
象
警
報
を

　

市
町
村
ご
と
に
発
表
し
ま
す

　

気
象
庁
で
は
、
平
成
22
年
５

月
27
日
か
ら
、
気
象
警
報
・
注

意
報
を
市
町
村
を
対
象
と
し
て

発
表
し
ま
す
。
現
在
は
、
西
桂

町
に
災
害
発
生
の
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
、
「
富
士
五
湖
」
に
対
し

て
警
報
・
注
意
報
を
発
表
し
て

い
ま
す
が
、
５
月
27
日
か
ら
は
、

「
西
桂
町
」
を
明
示
し
て
発
表
し

ま
す
。

　

な
お
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な

ど
で
大
雨
や
洪
水
な
ど
の
警
報
・

注
意
報
が
放
送
さ
れ
る
と
き
は
、

画
面
に
表
示
で
き
る
文
字
数
や

読
み
上
げ
可
能
な
文
章
の
範
囲

内
で
伝
え
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
と
お
り
の
地
域
名
で

放
送
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

市
町
村
ご
と
の
気
象
警
報
・

注
意
報
の
詳
細
な
内
容
は
、
気

象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
国
土
交

通
省
防
災
情
報
提
供
セ
ン
タ
ー

の
携
帯
電
話
サ
イ
ト(h

ttp
://

w
w

w
.m

lit.g
o

.jp
/
s
a
ig

a
i/

b
o
u
sa

ijo
h
o
/i-in

d
e
x
.h

tm
l)

に

掲
載
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
せ

　

甲
府
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

　

０
５
５
―
２
２
２
―
９
１
０
１
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5月・6月上旬 行事予定表
日 曜 日 月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日 木 曜 日 金 曜 日 土 曜 日

1716 18 19 20 21

2423 25 26 27 28 　 9

1 10 2 3 4 5

５月の納税

●固定資産税　第１期

６月

広報に関するご意見･ご感想･ご質問は TEL : 0555-25-2121 FAX : 0555-20-2015
E-mail : kouhou@town.nishikatsura.yamanashi.jp

76 8 9 10 11 12

22

　 1
●児童館休館

3憲法記念日 42 みどりの日 5こどもの日 6 7 8

５月

●資源化物回収
am7:00～

●おやつ作り am10:00～
（いきいき健康福祉センター）
●中学校図書館一般開放日
am10:00～pm3:00

109 11
●育児学級

am10:00～12:00
（いきいき健康福祉センター）

●育児学級
am10:00～12:00

（いきいき健康福祉センター）

12

●ふれあい健康相談
am10:00～12:00

（ふれあいサロン三つ峠）

●ふれあい健康相談
am10:00～12:00

（ふれあいサロン三つ峠）
●ひよこ学級 am10:00～12:00
（いきいき健康福祉センター）

●ポリオ接種 pm1:00～
（いきいき健康福祉センター）

●ひよこ学級
am10:00～12:00

（いきいき健康福祉センター）

13 14 15
●児童館休館

2

3 3

●中学校図書館一般開放日
am10:00～pm3:00

●児童館休館

●資源化物回収
am7:00～

●乳児健診
pm1:30～

●遊戯王カード大会
am10:00～

（いきいき健康福祉センター）（いきいき健康福祉センター）

●ふれあい健康相談
am10:00～12:00

（ふれあいサロン三つ峠）

●マタニティクラス
am10:00～12:00

（いきいき健康福祉センター）

●マタニティクラス
am10:00～12:00

（いきいき健康福祉センター）

●子育てセミナー
am10:00～11:30

（いきいき健康福祉センター）

●ポリオ接種 pm1:00～
（いきいき健康福祉センター）

●のびのび広場
am10:45～11:15

（いきいき健康福祉センター）

●５歳児相談pm4:00～
（いきいき健康福祉センター）

特定健診及びがん検診申込期間　5月24日(月)から28日(金)まで

●中学校図書館一般開放日
am10:00～pm3:00

慶

　
弔

お
め
で
た
（
誕
生
）

お
し
あ
わ
せ
に
（
婚
姻
）

お
く
や
み
（
死
亡
）

柿  

園

　
川

　
村

　
快か

い

　
清せ

い

　
清
寿

保
護
者

柿  

園

　
前

　
島

　
和か

ず

　
志し

　
丈
明

小

　
林

　
泰

　
一 

　
　

上

　
町

野

　
口

　
匡

　
代 

　
　

都
留
市

（上  

町

　
渡

　
邉

　
　
　

稔

　
賢
一

親
族

３
月
届
出

人 口 と 世 帯
平成 22年４月１日現在

男 　2 ,316  人 （－ 7）

女 　2 ,426  人 （－ 4）

合計　4 ,742  人 （－ 11）

世帯　1,503 世帯（＋ 6）
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